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人工再構成系を用いたイオンチャネル解析法とは、人工的に調製した脂質二重膜にチャネルタン

パク質を埋め込み、その機能を電気生理学的に解析する方法であり、その構成要素は、水、塩類、

脂質、精製膜タンパク質のみである。この実験系の大きな特徴の 1 つは、これらすべての構成要

素をほぼ自由にコントロール可能であることである。イオンチャネル研究のために人工再構成系を

適用する理由は、1）チャネルの機能そのものの理解を深めるために、単純な再構成系が必要な

場合、2）細胞ではコントロールすることがほぼ不可能な細胞膜脂質の影響を検討する場合、3）パ

ッチクランプ法などでは実験が不可能な場合、などが挙げられる。その方法には脂質平面膜法や

リポソームパッチクランプ法などあるが、近年Contact bubble bilayer 法など改良された方法も開

発されている。膜タンパク質の中でもTRPチャネルは分子量が大きく、4量体で機能的なチャネル

を形成するため、機能を維持した状態でのタンパク質精製並びに再構成が困難であった。しかし、

2009年にRohacsらのグループが脂質平面膜法を用いたラットTRPM8チャネルの解析に成功し

たことを契機として、温度感受性TRP チャネルの人工再構成系を用いた解析も行われつつある。 
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